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集落 ・地域組織 3400

船  曳  建  夫*

1.概 観 2.分 布の意味と問題提起

1.概 観

 この大項 目にふ くまれている小項 目の,東 南 アジァ ・オセアニア地域に おける分布

図には0つ の顕著 な型が見 られ る。その代 表的な もの として 最初 の項 目 で あ る 広 場

(3401)を ま ず見 てみよ う。

 「広場」 は73民 族に見 られ,そ の分布 は,東 南ア ジア大陸部の主 として山地,そ し

てスマ トラ島か らジャワ島,ス ラウェシ島をかすめてニューギニァへ と続 く。そ こか

らさらに,メ ラネ シア島嗅部,ポ リネ シア中央 の ほぼ全域にわた って拡 が ってい る。

また,フ ィ リピン北部 と台湾全域 に も分布が見 られ,マ ダガス カル島に もその存在が

5部 族 において認 め られてい る。逆 に,そ の存在 が認 め られていないのは,東 南 アジ

ア大 陸部 におけるマ レー半 島,そ して ボル ネオ島,フ ィ リピン南部 とい う,東 南 アジ

アの地 図で いえば,そ のおおよそ中央部分である。 また,オ セアニァで は ミクロネシ

アにはまった く見 られない。

 この分布の形状を,東 南ア ジア ・オセアニアの全域において大づ かみにのべれば,

ま ず台湾 とフィ リピン北部(A1),つ いで,遠 くマダガスカル をふ くんで東南ア ジア大

陸部(A2)か ら,マ レー半島 を飛 び越 して,ス マ トラー ジャワー小 スンダ列島一ニ ュ

ーギニアー メラネ シアーポ リネシア
,と 円弧のよ うに,ま た回廊 のよ うに 連 なる地

域(A3)と い うことになる。 この分布をマダガスカルの地理的位置をま った く無視 し,

その他を単純 な形に模式化すれば,つ ぎのようにな る(図1)。

 図 中のAl, A2, A3,は 文 中のそれぞれに対応する。破線でか こんだBの 部 分は,

この 「広場」 とい う要素の分布 が,見 られ ない地域,す なわ ち,マ レー半島 ,ボ ル ネ

オ,フ ィ リピン南部,ミ クロネ シア とい う広が りにあたる。
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           図1 「広場 」 の模 式 図(A型)

A1:台 湾,フ ィ リピ ン;A2:東 南 ア ジア大 陸 部(マ ダ ガ ス カル を ふ くむ);A3:ス マ ト

ラ,ジ ャワ,小 ス ン ダ,ニ ュ ーギ ニ ア,メ ラネ シア,ポ リネ シア;B:マ レー半 島,ボ ル

ネ オ,フ ィ リピ ン南 部,ミ ク ロ ネ シァ

 この 「広場」の分布 が一つの典型であるとはすでにのべたが,こ れをA型(Al十

A2十A3)と よび,他 の小項 目を見て みると,こ れに続 く円型(環 状)集 落(3402),

集 塊 村(3403)と 集 落の象徴的 中心(3411)は この型 に合致す る。

 「円型集落」 の見 られ る民族 は15と 少ないが,そ れ が,上 記の分布地域,Alの 台

湾,A2の 東 南 アジァ大陸部に各1民 族,そ して, A3の ス マ トラ,小 ス ンダ列島,

メ ラネ シア,ポ リネ シアに,薄 くではあ るが拡 が っている。 そ してBの 部分には まっ

た く見 られないので ある。同様に 「集塊村」もA型 の分布 を示す。 この要素 は94民 族

の多 きにおいて見 られるが,マ レー半島,ボ ル ネオ島にはその存在が まった く欠如 し

ている。そのかわ りに,上 述のAl,A2, A3の 地 域 には密 に分布 している。 ただ し,

前2項 目とは異な り,フ ィ リピン南部,ミ クロネ シアに もその存在が みとめられ るこ

とには注意をは らつてお くべ きであろ う。 この ことはまたの ちに触れ る。 「集落 の象

徴的中心」は 「広場」 とならんで,こ のA型 の典型で ある・ 前述のAの 地域にひろ

く分布 してい るが,逆 にマ レー半島,ボ ル ネオ島,フ ィリピン,南 部 スラウェシ島は

空 白とな ってい る。

 さて,つ ぎの列状集落(3404)は,民 族数が26と 少 な く,か つその分布 は,東 南ア

ジアおよびオセアニアの一部 にひろ く散 った形 にな つて いる。同様の分布 を示す もの
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に,水 利組合(3406),季 節 的定住(3407),村 落 内地 区(3409),村 落 連合(3410)の

4項 目がある。 この4項 目の要素の見 られ る部族数 は順に9,6,27,29,と 数 は少

ない。出作 り小屋(3408)も お な じ分布を示すがサ ンプル数は76民 族 と多い。

 また,男 子結社(3412)の 認 め られる17民 族 と年齢階梯制の21民 族 とは似通 った分

布を見せて いる。すなわ ち,東 南アジァ大 陸部の 内陸 と台湾,そ れに ニューギニアか

らメラネ シア島喚部に限定 されている。

 そ しての こった項 目の散村(3405)は,A型 とやや反対の形を示 して おり,図1の

0の 部分す なわ ち,マ レー半島,フ ィ リピン南部,ミ クロネ シアにやや濃 く,そ して

全地域 に拡が ってい る。 これ までのべて きた ことを,分 布の似通 った項 目とグル ープ

にわける ことで まとめ ると,次 の ごと くに表わせる。

 A型:広 場,円 型集落,集 塊村,集 落の象徴的中心

 B型:散 村

 C型=水 利組合,季 節的定住,出 作 り小屋,村 落内地区,村 落連合

 D型:男 子結社,年 齢階梯制

 A型,B型 とはそれぞれ,図1で 説明したA, Bの 地域に分布するものであり, C

型,D型 はそれぞれ,上 述 したように,全 地域に散 って存在するタイプ(C型),東 南

アジァ内陸部と台湾,そ れにメラネシアの2地 域に分かれて分布するタイプ(D型),

を呼んだものである。

2.分 布 の意 味 と問題提起

 A型,0型 でまとめた諸項目は,あ る社会的意味をもつようである。すなわち,A

型にふくまれる 「広場」,「円型集落」,「集塊村」,「集落の象徴的中心」は,総 合的に

組み合わさって求心的,か つ集合的な形態の集落の存在を示 していると考えられる。

それと対比的にB型 の 「散村」は,拡 散された,中 心のない居住形態を指す。その居

住の集中と散開の程度のちがいはあるが,お よそ考えられる定住生活の居住形態を集

村,散 村,の 二つに限定 し2分 することは可能であり,そ のことを前提とすれば,東

南アジァ ・オセアニァの全域が,こ の二つにわかれることは当然である。 しか し,こ

の2地 域が,図1で 表わしたように比較的まとまった形でわかれていることは注目に

値する。このことを説明する方法として考え られる環境的要因と歴史(伝 播)的 要因

の二つから何かいえるであろうか。
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 A型 の分布 を環境的要因か ら説 明す ることは困難 なようであ る。 高地 において も低

地において も,ま た内陸部に も海岸部に もその分布 は拡 が ってお り,そ れ はまた,温

帯か ら熱帯 までの地域 をふ くんでい る。

 そ こで,伝 播 の可能性を仮定 してみる と,い くつか興 味深い点が指摘で きる。第1

に,Aの 分布 は,東 南 アジア大陸部を伝播の始点 とす ると,一 方 は台湾,フ ィ リピン

北部に,他 方は回廊の ように ポ リネ シァまで延 びた,と 考 え られ ること。第2に,オ

セアニアのなかで ミクロネシアが分布の拡が りに おいてメ ラネ シア,ポ リネ シアと区

別 されていて,む しろフ ィリピン南部 とつ なが っていること。そ して,第3にB型 と

してあげ られている 「散村」 は図1の0に おいて濃いが,実 は,Aの 分布域 にも拡が

っていて,こ の限 りに おいて分布 の中心 はBで,そ こか らひ ろ く伝 播 してい った と考

え られること。

 以 上の3点 は,非 常に限定された範囲での問題提起であ って,解 答 を意図 してい る

のではない。とりわけ前述 の最後の点,「 散村」の分布については,ま ず何 よりも社会

組織の段階 を考慮 しなければな らない。その点では,「 集村」の社会 との歴史的先 後関

係,そ して 同一地域に共存 している場合その二つの居住形態を持つ社会の相互関係 な

ど,文 化要素の伝播 とは離れ た問題が多 く出て くると思われ る。第1のA型 の伝播経

路 に関 しては,大 項 目5200の 「芸術」 において も,似 たよ うな経路について述 べてい

る。 また,第2の フィ リピン南部 と ミク ロネ シアとい う 「文化圏」は,さ きに述べ た

「集塊村」の分布 のなかにも感得 され ることであ り今後の検討 が期待 され る。

 C型 にふ くまれ る要素の うち,「 水利組合」,「季節的定住」はそれ を文化の中に もつ

民族の少 ない,や や特殊 なもの とわか る。逆 に 「出作 り小屋」 は非常に多 くの民族 に

見 られるが,そ の主 たる生業 との結 びつ きによ って,内 容は相 当異 なるものがあ ると

考え られる。「村落 内地区」,「村落連合」はその分布を巨視 的にとらえ る方法よ りもむ

しろ,そ の要素を持つ民族 ・文化間の個別 的比較に新 しい ことが らの発見の可能 性が

あ りそ うだ。

 最 後のD型 の分布は非常 に明確 な範囲を示 している。すなわ ち,東 南 アジア大 陸部

の山地 と台湾,そ れとニューギニアか らメ ラネ シア島喚部,の2ブ ロ ックか らなる。

この2ブ ロ ックは,他 の文化要素の分布 において も見 られることが知 られてお り,類

似 の文化複合の存在 を考え ることがで きそ うであ る。
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